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理
事
長
　
佐
分
利
　
正
彦

購
読
し
て
い
る
新
聞
に
、ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
著

作
『
寛
容
論
』が
二
度
に
わ
た
り
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
は
十
八
世
紀
半
ば
に
活
躍
し

た
フ
ラ
ン
ス
の
啓
蒙
思
想
家
で
す
が
、『
寛
容

論
』の
中
で
彼
は
十
八
世
紀
前
半
か
ら
半
ば
に

か
け
て
フ
ラ
ン
ス
各
地
で
多
発
し
た
キ
リ
ス
ト
教
内
の
厳
し
い
宗
派

対
立
（
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）を
批
判
し
、「
寛
容
」の
大

切
さ
を
論
じ
ま
し
た
。

「
寛
容
」と
い
う
語
は
【tolerance

】（
英
）の
訳
語
で
す
。異
な
っ
た

宗
教
や
宗
派
の
間
で
、互
い
の
存
在
を
認
め
合
う
こ
と
が
第
一
の
意

味
で
す
が
、今
日
で
は
色
々
な
分
野
で
多
様
性
に
価
値
を
認
め
る
こ

と
や
、あ
る
い
は
忍
耐
な
ど
を
含
め
た
意
味
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。「
寛
容
」の
反
対
は「
不
寛
容
」と
な
り
ま
す
が
、最
近
の
イ
ス
ラ
ム

過
激
派
に
よ
る
テ
ロ
な
ど
に
対
抗
す
る
た
め
に
、武
力（
す
な
わ
ち
不

寛
容
の
一
つ
の
形
）で
は
な
く
「
寛
容
」に
注
目
す
る
と
い
う
と
こ
ろ

に
、フ
ラ
ン
ス
の
思
想
の
奥
深
さ
を
感
じ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、標
題
の
「
寛
容
と
忍
耐
」で
す
が
、こ
の
二
つ
の
語
の

セ
ッ
ト
を
自
ら
の
政
治
姿
勢
と
し
た
の
が
、故
池
田
勇
人
首
相
で
す
。

池
田
勇
人
は
、岸
信
介
首
相
の
後
継
と
し
て
、１
９
６
０
年
の
後
半
に

首
相
に
就
任
し
ま
し
た
。１
９
６
０
年
の
前
半
に
、『
安
保
改
定
』問
題

に
よ
っ
て
国
論
が
二
分
さ
れ
た
こ
と
は
、当
時
を
知
る
人
た
ち
の
記

憶
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
世
の
風
潮
の
沈
静
化
を
意

図
し
た
の
で
し
ょ
う
、池
田
は
政
権
運
営
の
基
本
と
し
て「
寛
容
と
忍

耐
」を
置
き
ま
し
た
。池
田
自
身
、首
相
就
任
前
に
は
何
度
か
政
治
的

な
失
言
を
し
た
前
歴
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、就
任
後
は
「
寛
容
と
忍

耐
」を
唱
え
、少
数
意
見
に
も
耳
を
傾
け
る
姿
勢
を
と
り
ま
し
た
。

何
か
と
い
う
と
際
だ
っ
た
発
言
に
よ
っ
て
対
立
を
あ
お
る
現
代
の

風
潮
の
中
に
あ
っ
て
、「
寛
容
」の
意
味
を
今
一
度
考
え
直
し
た
い
と

思
う
の
で
す
。

自主生産品の製作風景（泉の家）

●
本
年
度
の
聖
句

　

主
は
人
の
一
歩
一
歩
を
定
め

　

御
旨
に
か
な
う
道
を
備
え
て
く
だ
さ
る
。

　

人
は
倒
れ
て
も
、
打
ち
捨
て
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。

　

主
が
そ
の
手
を
と
ら
え
て
い
て
く
だ
さ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旧
約
聖
書
詩
篇
37
編
23
―
24
節
）
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２
０
１
５
年　

決
算
報
告

事
業
報
告

障
害
者
差
別
解
消
法
や
社
会
福
祉
法
人
制
度

の
見
直
し
等
法
改
正
を
見
据
え
て
準
備
を
進
め

て
き
た
。特
に
、規
制
改
革
実
施
計
画
や
社
会
福

祉
法
の
一
部
改
正
等
は
、法
人
経
営
に
大
き
く
影

響
を
及
ぼ
す
内
容
で
あ
り
、職
員
の
確
保
と
定
着

を
優
先
課
題
と
し
整
備
を
進
め
た
。各
事
業
所
に

お
い
て
以
下
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

法
人
本
部

１　

�

虐
待
防
止
対
応
法
、就
業
規
則
の
一
部
改
正

や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
取
扱
規
程
の
制
定
を
行

い
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
よ
る
事
業
運
営

の
基
盤
を
図
っ
た
。

２　

�

新
規
事
業
と
し
て
、都
有
地
活
用
に
よ
る
イ

ン
フ
ラ
整
備
事
業
公
募
に
応
募
し
３
月
に

事
業
者
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

３　

�
職
員
の
処
遇
改
善
の
た
め
祝
日
を
休
日
と

し
、退
職
金
制
度
も
掛
金
が
３
倍
に
な
る
が

職
員
の
定
着
を
図
る
た
め
、引
き
続
き
福
祉

医
療
機
構
に
加
入
す
る
こ
と
と
し
た
。

泉
の
家

１　

�

相
談
支
援
事
業
と
連
携
し
て
利
用
者
支
援

を
実
施
し
、様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
た
。

２　

�

随
時
利
用
者
の
受
け
入
れ
を
行
い
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
収
支
と
な
っ
た
。

３　

�

就
労
支
援
の
工
賃
に
つ
い
て
は
新
規
作
業

や
作
業
量
ア
ッ
プ
を
行
い
、
前
年
比

１
２
６
％
ア
ッ
プ
し
た
。

日
の
出
舎
・
就
労
日
の
出
舎
・
相
談
日
の
出
舎
・

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
い
ず
み

１　

�

公
益
事
業
と
し
て
運
営
し
て
き
た
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
い
ず
み
の
法
内
化
や
生
活
介
護

の
定
員
増
の
準
備
を
行
な
い
４
月
か
ら
移

行
で
き
た
。

２　

�

相
談
支
援
事
業
は
、契
約
者
が
１
０
０
名
を

超
え
、地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

た
。

３　

�

虐
待
防
止
に
関
す
る
勉
強
会
に
利
用
者
と

職
員
が
と
も
に
参
加
し
意
識
を
高
め
た
。

岡
本
福
祉
作
業
ホ
ー
ム
・
玉
堤
分
場

１　

�

世
田
谷
区
の
指
定
管
理
者
選
定
が
あ
り
更

新
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

２　

�

ご
家
族
の
要
望
や
尽
力
に
よ
り
施
設
付
き

の
バ
ス
が
１
台
予
算
化
で
き
、送
迎
バ
ス
の

課
題
改
善
に
繋
が
っ
た
。

３　

�

職
員
の
平
均
勤
続
年
数
が
７
年
８
か
月
と

定
着
し
た
。職
員
の
連
携
が
図
ら
れ
安
定
し

た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
た
。

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
お
か
も
と

１　

�

新
規
事
業
開
始
後
１
年
が
経
過
し
、契
約
件

数
50
件
と
な
り
、利
用
者
の
生
活
の
充
実
に

繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

サービス活動増減の部
収益
就労支援事業収益 0
障害福祉サービス事業収益 0
重度身体障害者 GH 事業収益 0
経常経費寄付金収入 0

サービス活動収益計 (1) 0
費用
人件費 6,289,248
事業費 14,515
事務費 6,606,926
減価償却費 308,325

サービス活動費用計 (2) 13,219,014
サービス活動増減差額 (3=1-2) △ 13,219,014

サービス活動外増減の部
収益
借入金利息補助金収益 0
受取利息配当金収益 16,010
その他のサービス活動外収益 519,550

サービス活動外収益計 (4) 535,560
費用
支払利息 0

サービス活動外費用計 (5) 0
サービス活動外増減差額 (6=4-5) 535,560
経常増減差額 (7=3+6) △ 12,683,454

特別増減の部
収益
施設整備等寄付金収益 1,400,000
拠点区分間繰入金収益 6,000,000

特別収益計 (8) 7,400,000
費用
資産評価損 0

 特別費用計 (9) 0
　特別増減差額 (10=8-9) 7,400,000
当期活動収支差額 (11=7+10) △ 5,283,454

繰越活動増減差額の部
前期繰越活動収支差額 (12) 34,986,238
当期末繰越活動収支差額 (13=11+12) 29,702,784
その他の積立金取崩額 7,000,000
　施設運営費積立金取崩額 7,000,000
その他の積立金積立額 1,400,000
　施設整備積立金積立額 1,400,000
　施設運営費積立金積立額 0
次期繰越活動増減差額 35,302,784

科目 金額
資産の部

流動資産 249,189,822
固定資産 1,260,330,212
基本財産 776,377,680
他の固定資産 483,952,532
資産の部合計 1,509,520,034

負債の部
流動負債 57,291,251
固定負債 82,948,730
負債の部合計 140,239,981

純資産の部
基本金 167,037,230
国庫補助金等特別積立金 502,803,195
その他の積立金 331,096,148
次期繰越活動増減差額 368,343,480
純資産の部合計 1,369,280,053
負債及び純資産の部合計 1,509,520,034

科目 金額
サービス活動増減
　サービス活動収益 712,669,432
　サービス活動費用 672,000,740
　サービス活動増減差額 40,668,692
サービス活動外増減
　サービス活動外収益 4,889,200
　サービス活動外費用 1,031,121
　サービス活動外増減差額 3,858,079

経常増減差額 44,526,771
特別増減
　特別収益 2,144,000
　特別費用 744,003
　特別増減差額 1,399,997
当期活動増減差額 45,926,768
繰越活動増減差額
　前期繰越活動増減差額 466,816,712
　当期末繰越活動増減差額 512,743,480
　基本金取崩額 0
　その他の積立金取崩額 7,000,000
　その他の積立金積立額 151,400,000
　次期繰越活動増減差額 368,343,480

科目 金額

事業活動による収支

　事業活動収入 717,558,632

　事業活動支出 642,608,867

　事業活動資金収支差額 74,949,765

施設整備等による収支

　施設整備等収入 2,144,000

　施設整備等支出 4,289,656

　施設整備等資金収支差額 △ 2,145,656

その他の活動による収支

　その他の活動収入 7,473,430

　その他の活動支出 155,544,462

その他の活動資金収支差額 △ 148,071,032

予備費支出 0

当期資金収支差額合計 △ 75,266,923

前期末支払資金残高 293,896,053

当期末支払資金残高 218,629,130

サービス活動増減の部
収益
就労支援事業収益 6,036,624
障害福祉サービス事業収益 151,487,977
　自立支援給付費収益 88,033,443
　利用者負担金収益 208,308
　特定費用収益 2,076,684
　その他の事業収益 61,169,542
経常経費寄付金収入 142,130

サービス活動収益計 (1) 157,666,731
費用
人件費 85,788,243
事業費 11,944,983
事務費 48,181,961
就労支援事業費用 6,052,728
減価償却費 15,174,802
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 12,447,682

サービス活動費用計 (2) 154,695,035
サービス活動増減差額 (3=1-2) 2,971,696

サービス活動外増減の部
収益
借入金利息補助金収益 986,000
受取利息配当金収益 27,891
その他のサービス活動外収益 2,252,957

サービス活動外収益計 (4) 3,266,848
費用
支払利息 986,000
その他のサービス活動外費用 10,553

サービス活動外費用計 (5) 996,553
サービス活動外増減差額 (6=4-5) 2,270,295
経常増減差額 (7=3+6) 5,241,991

特別増減の部
収益
施設整備等補助金収益 744,000

特別収益計 (8) 744,000
費用
資産評価損 0
固定資産売却損・処分損 3
国庫補助金等特別積立金取崩額（除去等） △ 2
国庫補助金等特別積立金積立額 744,000
拠点区分間繰入金費用 0

特別費用計 (9) 744,001
特別増減差額 (10=8-9) △ 1

当期活動収支差額 (11=7+10) 5,241,990
繰越活動増減差額の部

前期繰越活動収支差額 (12) 3,521,003
当期末繰越活動収支差額 (13=11+12) 8,762,993
その他の積立金積立額 20,000,000
次期繰越活動増減差額 △ 11,237,007

サービス活動増減の部
収益
就労支援事業収益 4,448,057
障害福祉サービス事業収益 170,844,372
　　自立支援給付費収益 2,358,370
　　補助金事業収益 1,247,450
　　受託事業収益 166,924,442
　　その他の事業収益 314,110
経常経費寄付金収入 10,000
その他の収益 0

サービス活動収益計 (1) 175,302,429
費用
人件費 112,613,021
事業費 20,781,604
事務費 28,758,065
就労支援事業費用 4,649,817
減価償却費 237,462

サービス活動費用計 (2) 167,039,969
サービス活動増減差額 (3=1-2) 8,262,460

サービス活動外増減の部
収益
受取利息配当金収益 0
その他のサービス活動外収益 111,100
　雑収益 111,100

サービス活動外収益計 (4) 111,100
費用
その他のサービス活動外費用 34,568
　雑損失 34,568

サービス活動外費用計 (5) 34,568
サービス活動外増減差額 (6=4-5) 76,532
経常増減差額 (7=3+6) 8,338,992
特別増減の部
収益
施設整備等補助金収益 0

特別収益計 (8) 0
費用
固定資産売却損・処分損 2
拠点区分間繰入金費用 6,000,000
その他の特別損失 0

特別費用計 (9) 6,000,002
特別増減差額 (10=8-9) △ 6,000,002

当期活動収支差額 (11=7+10) 2,338,990
繰越活動増減差額の部

前期繰越活動収支差額 (12) 34,858,267
当期末繰越活動収支差額 (13=11+12) 37,197,257
次期繰越活動増減差額 37,197,257

サービス活動増減の部
収益
就労支援事業収益 0
障害福祉サービス事業収益 0
重度身体障害者 GH 事業収益 16,396,976
経常経費寄付金収入 0

サービス活動収益計 (1) 16,671,265
費用
人件費 0
事業費 2,592,574
事務費 14,037,035
就労支援事業費用 0
減価償却費 0
国庫補助金等特別積立金取崩額 0

サービス活動費用計 (2) 16,629,609
サービス活動増減差額 (3=1-2) △ 367

サービス活動外増減の部
収益
借入金利息補助金収益 0
受取利息配当金収益 367
その他のサービス活動外収益 0
　雑収益 0

サービス活動外収益計 (4) 367
費用
支払利息 0
その他のサービス活動外費用 0
　雑損失 0

サービス活動外費用計 (5) 0
サービス活動外増減差額 (6=4-5) 367
経常増減差額 (7=3+6) 0

特別増減の部
収益
施設整備等補助金収益 0
固定資産売却益 0

特別収益計 (8) 0
費用
資産評価損 0
固定資産売却損・処分損 0
国庫補助金等特別積立金積立額 0
拠点区分間繰入金費用 292,000

特別費用計 (9) 292,000
特別増減差額 (10=8-9) △ 292,000

当期活動収支差額 (11=7+10) △ 292,000
繰越活動増減差額の部

前期繰越活動収支差額 (12) 292,000
当期末繰越活動収支差額 (13=11+12) 0
次期繰越活動増減差額 0

サービス活動増減の部
収益
就労支援事業収益 11,565,488
障害福祉サービス事業収益 351,458,110
　自立支援給付費収益 253,798,871
　利用者負担金収益 331,509
　補足給付費収益 7,632,055
　特定費用収益 25,282,756
　その他の事業収益 64,412,919
経常経費寄付金収入 414,000
その他の収益 1,080

サービス活動収益計 (1) 363,438,678
費用
人件費 200,488,922
事業費 41,872,324
事務費 45,793,610
就労支援事業費用 12,780,828
減価償却費 43,216,981
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 23,367,904

サービス活動費用計 (2) 320,784,761
サービス活動増減差額 (3=1-2) 42,653,917

サービス活動外増減の部
収益
受取利息配当金収益 89,570
その他のサービス活動外収益 885,755

サービス活動外収益計 (4) 975,325
費用
支払利息 0

サービス活動外費用計 (5) 0
サービス活動外増減差額 (6=4-5) 975,325
経常増減差額 (7=3+6) 43,629,242

特別増減の部
収益
施設整備等補助金収益 0
事業区分間固定資産移管収益 292,000

特別収益計 (8) 292,000
費用
資産評価損 0
固定資産売却損・処分損 0
国庫補助金等特別積立金積立額 0

特別費用計 (9) 0
特別増減差額 (10=8-9) 292,000

当期活動収支差額 (11=7+10) 43,921,242
繰越活動増減差額の部

前期繰越活動収支差額 (12) 393,159,204
当期末繰越活動収支差額(13=11+12) 437,080,446
その他の積立金積立額 130,000,000
次期繰越活動増減差額 307,080,446

本部� （単位：円） 法人合計貸借対照表の要旨� （単位：円）法人合計事業活動計算書の要旨�（単位：円）法人合計資金収支計算書の要旨�（単位：円）

泉の家� （単位：円）岡本福祉作業ホーム� （単位：円）

グループホーム（公益事業）� （単位：円）
事業活動収支計算書
日の出舎� （単位：円）

泉の家 定員 現員

利用人数　
生活介護 20 名 20 名
就労移行支援 6 名 0 名
就労継続 B 型 25 名 21 名

平均工賃　 就労移行支援 0 円
就労継続 B 型 14,314 円

日の出舎 定員 現員

利用人数　
施設入所 45 名 44 名
生活介護 45 名 44 名
就労継続 B 型 20 名 23 名

平均工賃　 就労継続 B 型 24,129 円

グループホームのぞみ 定員 現員
ユニットいずみ 3 名 3 名
ユニットのぞみ 6 名 3 名

岡本ホーム 定員 現員

利用人数　
生活介護 24 名 27 名
就労移行支援 6 名 0 名
就労継続 B 型 10 名 11 名

平均工賃　 就労移行支援 0 円
就労継続 B 型 8,521 円

玉堤分場 定員 現員

利用人数　 就労移行支援 6 名 3 名
就労継続 B 型 13 名 11 名

平均工賃　 就労移行支援 12,788 円
就労継続 B 型 12,825 円

2016年 3月31日現在
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２
０
１
６
年
度
法
人
新
人
研
修
に
つ
い
て

泉
の
家
　
上
原
絹
代

６
月
24
日
、30
日
に
法
人
新
人
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。参
加
者
は
泉
の
家

２
名
、日
の
出
舎
５
名
、岡
本
福
祉
作
業

ホ
ー
ム
１
名
の
９
名
で
、昨
年
6
月
か
ら

今
年
5
月
ま
で
の
間
に
採
用
さ
れ
た
職

員
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。こ
の
研
修
に

つ
い
て
、参
加
者
の
レ
ポ
ー
ト
や
当
日
の

感
想
な
ど
を
交
え
な
が
ら
報
告
し
ま

す
。参

加
者
は
泉
の
家
に
集
合
し
、研
修

全
般
に
つ
い
て
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

受
け
ま
す
。皆
さ
ん
緊
張
し
た
表
情
で

自
己
紹
介
さ
れ
、ま
さ
し
く
『
新
人
』の

表
情
で
し
た
。

鈴
木
事
務
局
長
よ
り
諸
規
程
等
の

説
明
を
受
け
た
後
、佐
分
利
理
事
長
に

よ
る
経
営
理
念
・
基
本
方
針
に
つ
い
て
の

講
義
が
始
ま
り
ま
し
た
。『
ル
カ
に
よ
る

福
音
書
』か
ら『
隣
人
愛
』を
考
え
る
と
、

『
天
職
』に
つ
い
て
内
村
鑑
三
の
見
解
に

つ
い
て
の
二
つ
の
お
話
で
し
た
。参
加
者
の

レ
ポ
ー
ト
に
は
、「
自
己
肯
定
感
を
高
め

る
」、「
目
の
前
に
あ
る
仕
事
に
打
ち
込

ん
で
い
る
う
ち
に
そ
の
仕
事
が
天
職
に

な
る
」と
い
っ
た
話
が
心
に
残
っ
た
と
あ

り
ま
し
た
。日
常
支
援
業
務
を
誠
実
に

継
続
し
な
が
ら
、法
人
が
ど
の
よ
う
な
活

動
を
す
る
こ
と
が
事
業
の
安
定
に
つ
な

が
っ
て
く
る
の
か
を
常
に
意
識
し
て
ほ
し

い
と
い
う
理
事
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

十
分
に
伝
わ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、池
田
常
務
理
事
よ
り
組
織
に
つ

い
て
の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。『
共
通
の

目
的
』『
共
働
意
思
』『
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
』の
３
つ
が
不
可
欠
で
あ
る
と
話
さ
れ
、

み
な
さ
ん
頷
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

講
義
の
あ
と
は
給
食
を
挟
ん
で
、泉

の
家
、岡
本
福
祉
作
業
ホ
ー
ム
、玉
堤
分

場
、日
の
出
舎
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
見
学

で
す
。昨
年
は
見
学
時
間
が
短
く
、駆

け
足
で
し
た
の
で
、今
年
は
一
事
業
所
に

四
十
分
ほ
ど
を
当
て
て
い
ま
す
。見
学
が

始
ま
る
と
、参
加
者
た
ち
も
少
し
ず
つ
緊

張
感
が
解
け
、言
葉
を
交
わ
す
こ
と
が

出
て
き
ま
し
た
。

生
活
介
護
、就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
は

全
事
業
所
共
通
な
の
で
す
が
、活
動
内

容
の
違
い
や
、利
用
者
活
動
風
景
の
違
い

に
皆
さ
ん
多
く
の
気
づ
き
を
持
っ
た
よ
う

で
す
。案
内
役
の
課
長
の
説
明
を
聞
き

な
が
ら
、皆
さ
ん
が
積
極
的
に
質
問
す

る
場
面
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。「
マ
ッ

ト
で
の
ス
ト
レ
ッ
チ
が
よ
か
っ
た
」「
仕
事

場
と
い
う
緊
張
感
が
あ
る
」「
環
境
の
工

夫
」な
ど
の
活
動
で
の
発
見
、「
職
員
に
必

要
と
さ
れ
る
ス
キ
ル
の
違
い
」「
雰
囲
気

作
り
」「
丁
寧
な
関
わ
り
」な
ど
の
ス
キ
ル

面
の
気
づ
き
、「
利
用
者
が
自
信
を
も
っ

て
説
明
し
て
く
れ
る
」「
地
域
向
け
体
験

教
室
の
先
生
を
す
る
」と
いっ
た
利
用
者

が
頑
張
る
姿
に
素
直
に
感
心
し
た
こ
と

な
ど
が
レ
ポ
ー
ト
に
あ
り
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
、利
用
者
が
通

所
中
で
直
接
お
話
を
聞
く
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、世
話
人
に
そ
の
暮
ら

し
ぶ
り
を
説
明
し
て
も
ら
い
、世
田
谷
で

も
新
し
く
取
り
組
む
上
北
沢
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
参
考
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

最
後
の
見
学
場
所
の
日
の
出
舎
で
は
、

全
員
で
集
合
写
真
の
撮
影
を
し
、こ
の
日

一番
の
笑
顔
で
し
た
。

研
修
レ
ポ
ー
ト
は
、

①「
講
義
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

②「
施
設
見
学
で
気
づ
い
た
事
」

③�「
明
日
か
ら
変
わ
り
そ
う
と
感
じ

た
事
」

④�「
来
年
、新
人
職
員
が
入
っ
て
き
た

と
き
に
自
分
が
伝
え
た
い
事
」

⑤「
総
括
」で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
、②
に
つい
て
は
、本
文
中
で
も
報
告

し
ま
し
た
。

③
で
は
、泉
会
の一
員
と
し
て
の
意
識

を
持
ち
な
が
ら
仕
事
に
取
り
組
み
た
い
、

一
体
感
が
持
て
た
、よ
り
良
い
支
援
を
行

い
た
い
と
あ
り
、研
修
を
き
っ
か
け
に
、よ

り
明
確
な
意
識
を
持
て
た
こ
と
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

④
で
は
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り

合
う
こ
と
、ア
イ
デ
ィ
ア
や
ア
ド
バ
イ
ス
を

出
し
合
う
こ
と
、先
輩
の
行
動
を
見
て

考
え
ほ
し
い
、相
談
し
て
ほ
し
い
、相
手
の

気
持
ち
に
な
って
考
え
る
こ
と
を
伝
え
た

い
、や
り
が
い
や
充
実
感
を
持
て
る
よ
う

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
、良
い
と
こ

ろ
を
学
び
、吸
収
し
て
成
長
し
て
い
き
た

い
と
いっ
た
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。

⑤
で
は
、一
緒
に
研
修
を
受
け
た
こ
と

で
、理
事
長
や
他
事
業
所
施
設
長
と
お

話
す
る
こ
と
が
で
き
、法
人
職
員
と
し
て

一
体
感
を
持
て
た
こ
と
、職
員
の
横
の
つ

な
が
り
が
で
き
た
こ
と
、他
事
業
所
見
学

で
得
た
も
の
の
大
き
さ
、こ
の
仕
事
を
天

職
と
い
え
る
日
が
来
る
よ
う
頑
張
り
た

い
な
ど
が
書
か
れ
、法
人
職
員
と
し
て
成

長
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

さ
て
、最
後
に
参
加
職
員
の
人
と
な
り

を
少
し
だ
け
お
伝
え
し
ま
す
。

伊
藤
支
援
員（
日
の
出
舎
）

生
ま
れ
変
わ
っ
た
ら「
魔
法

使
い
」に
な
り
た
い

大
宮
支
援
員（
日
の
出
舎
）

長
期
休
暇
は
「
世
界
遺
産

を
見
に
行
き
た
い
」

河
村
支
援
員（
泉
の
家
）

今
ま
で一
番
頑
張
っ
た
こ
と
は

「
し
ま
な
み
街
道
横
断
で

す
」

倉
田
支
援
員（
日
の
出
舎
）

生
ま
れ
変
わ
っ
た
ら「
鳥
に

な
って
空
を
飛
び
た
い
」

谷
垣
支
援
員（
泉
の
家
）

自
分
の
好
き
な
と
こ
ろ
は

「
目
立
ち
た
が
り
な
と
こ

ろ
♡
」

野
崎
支
援
員（
日
の
出
舎
）

好
き
な
言
葉
は
「
今
を
大

切
に
」

野
本
支
援
員（
日
の
出
舎
）

好
き
な
言
葉
は
「
過
去
と

他
人
は
変
え
ら
れ
な
い
。未

来
と
自
分
は
変
え
ら
れ
る
」

原
島
看
護
師（
日
の
出
舎
）

好
き
な
食
べ
物
は
「
フ
ル
ー

ツ（
洋
梨
を
除
く
…
）」

真
野
支
援
員（
岡
本
ホ
ー
ム
）

長
期
休
暇
が
取
れ
た
ら

「
映
画
を
二
十
本
く
ら
い

観
た
い
で
す
」

明
日
の
泉
会
の
発
展
を
願
い
、人
材
育

成
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
お

り
ま
す
。

理事長の講義

6月30日の参加者

6月24日の参加者

作業の見学
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入
居
さ
れ
て
い
る
利
用
者
と

‶

よ
り
良
い
生
活
″
を
す
る
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
共
に
考
え
て
き

た
利
用
者
会
議
も
7
月
で
21
回
を
迎
え

ま
す
。最
初
は
自
分
の
こ
と
が
一
番
と
い

う
発
言
が
多
か
っ
た
み
な
さ
ん
も
、回
を

重
ね
る
ご
と
に
自
分
以
外
の
利
用
者
の

こ
と
も
考
え
た
発
言
が
多
く
な
り
、和

気
あ
い
あ
い
と
話
し
合
い
を
し
て
い
ま

す
。地

域
活
動
と
し
て
は
、週
に
1
回
秋

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
で
は
、常

に
正
確
な
仕
事
を
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、昨
年
度
よ
り
開

始
し
た
絵
手
紙
制
作
で
は「
個
性
や
感

性
を
自
由
に
表
現
す
る
」と
い
う
マニュア

ル
の
無
い
作
業
に
戸
惑
い
も
あ
っ
た
ご
様

子
で
し
た
が
、実
際
の
取
り
組
み
を
経
て

「
美
術
と
か
苦
手
だ
っ
た
の
。で
も
、や
って

み
た
ら
案
外
自
分
も
六
花
亭
の
包
み
紙

み
た
い
に
描
け
る
ん
だ
と
思
っ
た
。（
佐
伯

様
）」「
夢
中
で
描
い
た
。漫
画
の
台
詞
や

四
季
を
思
い
浮
か
べ
て
描
い
て
い
る
。（
山

田
様
）」「
別
に
上
手
に
描
け
な
く
て
も

大
丈
夫
で
、や
っ
て
み
た
ら
そ
れ
な
り
に

で
き
る
ん
だ
な
。（
岡
田
様
）」「
面
白
い
。

色
ん
な
こ
と
を
吸
収
で
き
る
。（
張
替

様
）」と
、楽
し
み
な
が
ら
自
信
を
つ
け
て

お
ら
れ
ま
す
。絵
手
紙
制
作
に
関
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
師
の
村
上
さ
ん
は『
皆
さ
ん
の

作
品
を
見
て
勉
強
に
な
る
。言
葉
や
絵

に
性
格
が
表
れ
、伝
え
た
い
こ
と
が
作
品

に
な
る
。カ
レ
ン
ダ
ー
を
毎
日
見
て
、見
れ

ば
見
る
ほ
ど
良
い
。』と
笑
顔
で
語
り
ま

玉
堤
分
場
は
、毎
年
７
月
に
入
る
と
、

ガ
ラ
ス一面
に
、手
漉
き
ハ
ガ
キ
が
張
り
出

さ
れ
ま
す
。牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
っ
た
材
料

に
、お
花
紙
を
散
ら
し
、丁
寧
に
漉
き
ま

す
。塊
や
ゴ
ミ
が
入
ら
な
い
よ
う
に
見
極

め
な
が
ら
、均
一
な
重
さ
、厚
さ
に
し
ま

す
。水
を
切
り
、ガ
ラ
ス
に
張
り
付
け
て

乾
か
し
ま
す
。静
か
に
繰
り
返
さ
れ
る

作
業
は
、地
道
で
時
に
息
を
の
む
よ
う
な

熟
練
の
技
で
す
。

ハ
ガ
キ
は
、世
田
谷
区
か
ら
敬
老
の
日

に
区
民
の
方
々
に
贈
ら
れ
ま
す
。重
さ
、

サ
イ
ズ
、厳
し
い
品
質
チ
ェッ
ク
を
し
て
納

品
し
ま
す
。

岡
本
ホ
ー
ム
生
活
介
護
事
業
で
は
、地

域
の
皆
さ
ま
と
の
交
流
の一
環
と
し
て
利

用
者
に
よ
る
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
を
今
年

か
ら
始
め
ま
し
た
。ピ
ア
ノ
演
奏
者
は
吉

塚
尚
郎
さ
ん
で
す
。コ
ン
サ
ー
ト
で
は
吉

塚
さ
ん
の
選
ん
だ
ベ
ス
ト
曲
と
、参
加
し

て
頂
い
た
皆
さ
ん
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
６

曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。ご
来
場
頂
い
た
お

客
様
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
、バ
ス
乗
務
員

の
方
、泉
の
家
、分
場
の
利
用
者
、職
員

等
、日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
関
係
者

の
方
で
し
た
が
、ピ
ア
ノ
演
奏
を
聴
く
こ

と
が
初
め
て
の
方
が
多
く
、「
感
動
し
た
」

等
と
て
も
有
難
い
お
言
葉
を
頂
き
ま
し

た
。休
憩
時
間
に
は
就
労
事
業
の
コ
ー

ヒ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
や
コ
ン
サ
ー
ト
の
ポ
ス

タ
ー
作
り
、当
日
の
司
会
進
行
、カ
メ
ラ

係
、お
客
様
呼
び
込
み
係
な
ど
準
備
や

当
日
の
進
行
で
も
利
用
者
が
役
割
を
担

い
、コ
ン
サ
ー
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。岡

本
ホ
ー
ム
の
活
動
を
知
って
頂
く
機
会
と

し
て
地
域
の
皆
さ
ま
に
お
越
し
頂
け
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
有
馬　

恵
子
）

牛
乳
パッ
ク
を
切
っ
た
り
、表
面
の
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
剥
が
す
作
業
も
良
質
な
材

料
確
保
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

分
場
の
も
う
ひ
と
つ
の
夏
模
様
、「
夏

の
工
作
教
室
」で
は
元
気
な
子
供
達
が

分
場
の
作
業
体
験
に
た
く
さ
ん
訪
れ
ま

し
た
。�

（
半
澤　

恵
理
）

す
。絵
手
紙
作
品
は
カ
レ
ン
ダ
ー
と
ぽ
ち

袋
へ
商
品
化
し
て
販
売
中
で
す
。今
後
も

新
作
に
ご
期
待
下
さ
い
。（

石
黒　

玲
奈
）

川
駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
の
清
掃（
ゴ
ミ
拾

い
）を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、初
詣
、誕
生
日
会
、ク
リ
ス
マ
ス

会
等
の
行
事
も
利
用
者
と
話
し
合
い
な

が
ら
計
画
し
、楽
し
ん
で
い
ま
す
。

来
年
は
、今
年
実
施
で
き
な
か
っ
た
お

花
見
を
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

利
用
者
も
大
変
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

（
小
林　

正
稔
）

日
の
出
舎
の
周
り
は
３
６
０
度
見
渡

す
限
り
山
に
囲
ま
れ
て
い
て
、気
候
の
変

化
を
肌
で
感
じ
ら
れ
、一年
が
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
行
く
の
を
日
々
感
じ
ら
れ

ま
す
。

ふ
と
施
設
の
外
に
目
を
や
る
と
、霧
雨

が
音
を
立
て
ず
に
地
面
を
濡
ら
し
始
め

て
い
ま
し
た
。ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
匂
い
が
梅

雨
の
到
来
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。こ

の
時
期
は
湿
気
も
多
く
気
持
ち
も
湿
り

が
ち
に
な
り
ま
す
、そ
ん
な
中
、紫
陽
花

の
花
が
ま
る
で
私
た
ち
に
笑
い
か
け
る
様

に
、と
て
も
綺
麗
に
咲
い
て
い
ま
す
。雨
に

似
合
う
花
、薄
暗
い
日
常
の
景
色
を
パ
ッ

と
明
る
く
し
、気
持
ち
を
も
前
向
き
に

し
て
く
れ
る
そ
ん
な
季
節
の
花
で
す
。

こ
の
様
に
日
々
日
常
の
変
化
を
感
じ

な
が
ら
支
援
し
て
い
ま
す
。

話
は
変
わ
り
、６
月
９
日（
木
）に
日
の

出
舎
で
は
防
災
意
識
の
向
上
を
目
的

に
、秋
川
消
防
訓
練
審
査
会
に
参
加
し

ま
し
た
。残
念
な
が
ら
優
勝
は
逃
し
ま

し
た
が
、訓
練
を
通
じ
、有
事
の
際
は
ど

の
様
な
行
動
を
取
る
べ
き
な
の
か
を
身

を
持
っ
て
学
ぶ
事
が
出
来
ま
し
た
。ま

た
、優
勝
と
い
う
一つ
の
目
標
に
向
け
て
、

仲
間
や
先
輩
達
と
力
を
合
わ
せ
て
練
習

出
来
た
事
が
、今
後
、日
の
出
舎
で
支
援

を
し
て
い
く
上
で
、と
て
も
プ
ラ
ス
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

何
か
課
題
に
対
峙
し
た
場
合
も
、職

員
で
協
力
し
合
い
、利
用
者
様
の
生
活
を

充
実
し
た
も
の
に
出
来
た
ら
と
感
じ
ま

し
た
。�

（
柳
田　

裕
二
）

日
の
出
舎
だ
よ
り

日
の
出
舎
施
設
便
り

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

い
ず
み
・
の
ぞ
み
だ
よ
り

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
ぞ
み
が
新
設

さ
れ
、早
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。

泉
の
家
だ
よ
り

思
い
を
描
く
仕
事

玉
堤
分
場
だ
よ
り

分
場
の
夏
模
様
・・・

岡
本
ホ
ー
ム
だ
よ
り

利
用
者
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

鬼になった沖倉様

日の出舎自衛消防隊

ピアノコンサートに是非来て下さいね！

静かに水の音が流れます

窓に並ぶハガキ ･･･
おごそかな、和の風景です 2016 年版カレンダー（A6 サイズ）
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七
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編
集
人　

社
会
福
祉
法
人　

泉
会

夏が終わり、間もなく下半期に入ります。事業計画を確認しつつ、利用者と活動する
時間を大切にしていきたいです。� 泉の家　水原編 集 後 記

�
泉
の
家�

施
設
長　

保
坂
俊
晴

62
年
前
に
キ
リ
ス
ト
教
の
方
々
が
、

障
が
い
の
あ
る
方
に
手
を
差
し
伸
べ
、

ご
尽
力
さ
れ
築
き
あ
げ
た
「
泉
会
」。

そ
の
精
神
は
今
も
受
継
ぎ
、
時
代
に

即
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
、
利
用
さ
れ

る
方
々
と
共
に
作
り
続
け
て
い
ま
す
。

「
泉
の
家
」「
日
の
出
舎
」
の
建
替
え

を
済
ま
せ
、
日
の
出
エ
リ
ア
で
は
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
築
・
開
設
な
ど
な

ど
、
そ
し
て
現
在
は
、
作
業
棟
を
整
備

し
て
い
ま
す
。
世
田
谷
エ
リ
ア
で
は
、

泉
の
家
建
替
え
後
、
各
事
業
所
の
課
長

が
中
心
と
な
り
、
さ
ら
な
る
泉
会
の
発

展
に
向
け
て
取
り
組
み
、
利
用
者
・
家

族
へ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
調
査
・
検

討
を
行
な
い
、
相
談
支
援
事
業
を
開
始

し
ま
し
た
。
ま
た
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
場
の
整
備
の
重

要
性
か
ら
、
共
同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
）
の
検
討
を
続
け
ま
し
た
。

昨
年
８
月
に
、
東
京
都
と
世
田
谷
区

が
連
携
を
し
て
「
都
有
地
活
用
に
よ
る

地
域
の
福
祉
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
」
に

よ
り
、
都
営
上
北
沢
一
丁
目
第
２
ア

パ
ー
ト
跡
地
を
活
用
し
て
福
祉
施
設
の

整
備
を
行
う
事
業
者
募
集
が
あ
り
、

早
々
に
説
明
会
に
参
加
し
、
公
募
要
項

に
従
い
事
業
計
画
・
資
金
計
画
・
設
計

の
立
案
を
行
な
い
ま
し
た
。
理
事
・
評

議
員
会
に
て
承
認
さ
れ
、
10
月
に
借
受

申
請
書
類
の
提
出
を
行
な
い
、
審
査
期

間
中
の
１
月
に
、
世
田
谷
区
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
が
あ
り
、
事
業
内
容
等
の
説
明
や

選
定
委
員
か
ら
の
質
疑
を
受
け
ま
し

た
。３

月
に
、
泉
会
が
借
受
者
に
決
定
し

た
と
、
東
京
都
か
ら
連
絡
を
戴
き
ま
し

た
。

【
事
業
内
容
】

１
．
共
同
生
活
援
助
８
人

（
４
人
＋
４
人
の
２
ユ
ニ
ッ
ト
）

２
．
生
活
介
護
20
人

３
．�

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
30
人
、
以

上
の
計
画
で
施
設
整
備
を
行
な

い
ま
す
。

平
成
29
年
度
障
害
者
（
児
）
施
設
整

備
事
業
を
受
け
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

開
所
は
平
成
30
年
11
月
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

世
田
谷
区
上
北
沢
地
域
で
の
新
規
事

業
所
の
開
設
を
楽
し
み
に
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご

支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

世
田
谷
エ
リ
ア
に

お
け
る
施
設
整
備

予定は変更する可能性があります。行事・販売会については各事業所にお問合せください。

9月～ 12月各事業所の予定表
行　事 販�売�会

９/３（土）施設公開行事（岡本ホーム・泉の家）
９/１（木）～9/2（金）一泊旅行（日の出舎）
１０/６（木）～10/7（金）一泊旅行（就労日の出舎）
１０/２８（金）日帰り旅行（日の出舎）
１０/２８（金）日帰り旅行（玉堤分場）
１１/１１（金）チェンバロコンサート　（玉堤分場）
１２/１０（土）年納め会（岡本ホーム）
１２/２０（火）～１２/２５（日）岡本ホーム作品展（世田谷美術館）

９/３（土）玉川福祉フェスティバル（玉堤分場）
１０/１５（土）１６（日）尾山台フェスティバル（玉堤分場）
１０/２６（水）　いきいきせたがや文化祭（岡本ホーム）
１０/２７（木）　いきいきせたがや文化祭（泉の家・玉堤分場）
１１/１３（日）　区民ハーフマラソン（泉の家）
１２/４（日）区民ふれあいフェスタ（泉の家）

＊社会福祉法人　泉会＊
法 人 本 部
泉 の 家

〒157-0076　世田谷区岡本2丁目33番23号
☎03（3417）3451（代）　FAX03（3417）3463

izumi@izumikai.jp
日 の 出 舎
就労日の出舎
相談日の出舎

〒190-0182　西多摩郡日の出町平井3030番
☎042（597）1451（代）　FAX042（597）2205

info@hinodesha.org

グループホーム
の ぞ み
い ず み

〒197-0804　あきる野市秋川2-3-1
☎042（533）3608　FAX042（533）3609
〒197-0825　あきる野市雨間322-12

☎・FAX042（550）9083

岡 本 福 祉
作業ホーム

〒157-0076　世田谷区岡本2丁目33番24号
☎03（3415）3366（代）　FAX03（3415）4976

okamoto@izumikai.jp
玉 堤 分 場 〒158-0087　世田谷区玉堤2丁目3番1号

☎03（5707）9431（代）　FAX03（5707）9433
tamatutumi@izumikai.jp�

相談支援センター
お か も と soudan-okamoto@izumikai.jp


